
赤阪正純 (htt●グ nupri.web.fc2 com) 置換積分法について (3)

例題 3  J「  cos(2″ -1)ご″

3 ザックリ積分

“2″ -1=′ とおくと,2α″=訪 より,
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さっそく,置換積分法を利用して計算してみまし

たが,正直言って,ち ょっと大げさです.なぜなら,

{sin(2″ -1)}′ =2 cos(2,-1)
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なので , (2γ―:)′

∫ cos(2″ -1)α″=号,sin(2″ -1)+C
と,すぐに積分計算できるからですヽ
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と簡単に積分計算できます

これらの例からも分かるように,積分の場合にお

いても,ひ とまとまりに考える部分が 1次式α″+ι
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という手法が成立します
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まずは, このタイプの積分に慣れよう
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考え方 ぃずれも,
次式α″十うなので,

ひとまとまりに見る部分が 1

ザックリ積分して :をかけ
ます.
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4 置換積分の計算
Pointく (置換積分のコツ

とにかく,カ ンでもいいから何かを置換してみ

る パシッとうまくハマればラッキーだし,ハ
マらんかったらやり直せばいいだけ とにかく
思いつくままにいろいろ置換してみることが

大切
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このような手法を押してダメなら引いてみな方式

といいます とにかく,いろいろ試行錯誤して,自
分なりの感覚 (コ ツ)を つかんで欲しいと思います

代表的な例を紹介します なぜ,そ うすればうまく
いったのかを考えながら取り組もう

考え方 当然ながら V″ +1=′ と置換し,微
分形式を作ります あとは,どんどん置換していく
だけ

0ズ瓦≡コしこェとおくと,″ +1=′ 2ょ り,
α″=2π′なので, したがって ,
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例題 6. 
∫
sin2″ cos″ α″

考え方 何を置換すればよいか 式の形を見れ
ば,sin″ か cos″ のどちらかしかないはず じゃ
あ,どっちなのた とりあえずカンでやってみて,

うまくいけばラッキーだし,あかんかったらやり直

すだけです
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″注 sin″ =′ とおぃて成功しましたが,も し,

COS″ =′ とおくとどうなるのでしよう.

COS″ =′ とおくと, 一sin″ α″=α′となり,

Jr sln2″
cos″α″=∫

 Sin″
.cos″・sin″ご″

=J「 Sin″ .ι。(――α′)

と,sin″ が 1つ余ってしまって,置換しきれてい

ません だから失敗 こういう失敗経験をたくさん
重ねることで,置換がうまくなっていくのです
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考え方 これはもうlog″ =`と 置くしかありま
せん log″ の前に″がくっ付いているのが気にな

るのですが
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考え方 分数タイプの関数の積分の攻略はいろい
ろあるのですが,本間の場合,分母と分子の次数に

注目すると,「なるほど !Jと納得する置換に巡り

合うはず
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珍注
(π +1)次式

タイプの積分は今後,頻繁に

目にすることになります
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